
これまでの取組とこれから 
1 



市町村別メタボ該当者・予備群割合    
 （平成２４年度国保特定健診の結果）  
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女 性 
該当者 （％） 予備群 （％） 

男性：ワースト１０に３市町 
女性：ワースト１０に１市町 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

• 平成26年度特定健診・特定保健指導実施結果より 

女川町の健康の状況って… 
   ①特定健診の結果編 

60代以上だと半数以上の方
に受けて頂いております！ 

 
 
 

受診率

53.8％ 
宮城県平均

45.9％ 
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• 平成26年度特定健診・特定保健指導実施結果より 
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女川町の健康の状況って… 
①特定健診の結果メタボ該当者割合 



市町村別メタボ該当者・予備軍割合 
（平成27年度法定報告） 

平成24年度特定健診結果 
メタボ・メタボ予備軍該当者割合：宮城県内男性第3位 女性第22位 
 
平成27年度特定健診結果 
メタボ・メタボ予備軍該当者割合：宮城県内  男女併せて第22位 
    ※保健指導実施率 75.4％(宮城県内第1位） 



ちなみに・・・大人のメタボ 
（平成20年度と27年度の比較） 

    H20年度 H27年度 

メタボ
該当者 

男 28.8％ 33.0％ 

女 13.0％ 9.8％ 

メタボ
予備軍 

男 17.8％ 15.8％ 

女 9.2％ 5.5％ 
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• 対象は？ 

 女川小学校・中学校に在籍し、保護者の申し込
みがあった小学校5年生、中学校2年生に特定健診
と同じような健診を行っています（平成7年より
行ってきました）。 

 

平成28年度の受診率は 

      小学校5年生 87.1％ 

      中学校2年生 83.3％ 

女川町の健康の状況って… 
 

①小児生活習慣病予防健診の結果編 
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小5と中2の間の3

年間で何ができ
るのか？ 
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          町  健  康  福  祉  課 

            教育委員会、小・中学校 

町
の
所
管 

小
児
健
診 

小
児
健
診 

乳幼児健診 特定健診 1939健診 

小5からの経過
を見るには3年
後の中2が最適 

保育所 

妊娠期～５歳
児まで大切な
ことは？ 

・保険者としての務め 
・重症化予防対策 
・社会保険加入者の保健指導 
・国保、社保の未受診者対策 
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生活習慣の悪化が医療費の増大を招く 

生活習慣の悪化、高い喫煙率によって心疾患、肺疾患が発症し、保健指導の未終了に

よって治療開始が遅れ入院・長期化・透析・介護となり、その結果医療費が増加する 

生活習慣 

の悪化 

高いメタボ率・ 
小児生活習慣病率 入院 

長期化 

人工透析 

介護 

医療費の 

増大 

虚血性心疾患 

などの発症 

COPDなどの 

発症 
高い喫煙率 

健診や指導を
受けない 

• メタボ率31.9% 

 （予備軍まで入れ
ると５９.7%） 
• 小児生活習慣病 

基準クリア約10% 

• 特定保健指導終了率26%（目標45%） 
• 特定健診の非受診者の医療費は受診者の2倍 

• 生活習慣病患者1,114人 

• 63%が高血圧 

• 18.8% 

（県平均16.9%） • COPDによる入院
率は県の3.5倍 

• 長期化：精神疾患 

• 人工透析：腎症、心疾患 

• 男性の65歳未満死亡率は
県平均より2.3ポイント高い 

• 一人当たり医療費 県より
7%高い 

• 総医療費 腎不全、心疾患
が高い 

• 要介護認定者の医療費 非
介護認定者の3.7倍 

A 

B 

C 
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平成26年度NPO法人アスヘノキボウ作成資料 
地方創生：ビックデータを活用した「地域経済分析システム」 



人口6,668人 

女川町の人口の年齢別国保・社保分類 
H29.9.30現在

左記マス1ケ約31.7人

後期高齢者医療制度　　75歳以上　1,346人

社保　40-64歳　1,602人 国保40-74歳　1,531人

国保0-19
歳204人

社保0-19歳　670人

国保20-39
歳269人

社保20-39歳　1,046人

特定健診受診
率50％ 
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目を背けられない重要な課題 

 

必要なことは、 

病気になる前の段階の改善。 

 

↓ 

 

病気の予防が重要！ 

Copyright © 2017                 All Rights Reserved. 
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目を背けられない重要な課題 

こどもたちの健康課題の原因は 

生活環境・習慣を生み出している 

現役世代の現状（健康状態・意識） 

 

↓ 

 

こどもたち+現役・親世代への 

アプローチが重要！ 
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女川町健康プロジェクト発足（2016年夏） 

 2016年6月28日、  

 『健康な町、女川町』の実現に向けた連携協定締結。 

 9月には議会からも『健康なまち宣言』が決議。 13 



女川町健康プロジェクトの主な役割 

健康福祉課 

データや先行事例を活用しながら、総
合的なビジョンの構築や地域内外のプ
レーヤーと接続等、また、各アクショ
ンのプロジェクトマネジメントを担
う。 

トータルヘルスケア企業として、
ヘルスケア等の領域における最先
端のノウハウ・テクノロジーを用
いることを含め、課題解決を推進
する手法や事業連携等の提案及び
アクションの実行を担う。 

 
女川町健康増進計画等に基づく町
民の健康づくりを推進するととも
に、女川町健康プロジェクトのア
クションを実行し、健康な町づく
りに関する取組みについて包括的
に推進することを担う。 

【中期的に目指すもの】 
・健康のつどい以外にも、健康につながるアクションが地域主体者と生み出す 
・本格的に健康経営を推進し、従業員の健康管理・改善に取り組む事業者が誕生 
・個人の健康意識も変わり、健康診断など健康管理にきちんと取り組む人が増加 
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2017年度の取り組み 

地域版健康100日プロジェクト対抗戦 

○気づき＆学び＆実践の場   

組織内の活性化を実感！ 

個人ではなく、チームで取り組める！ 

日々の取り組みで、健康実感と数値の改善！ 

期間中に自らが健康になるための取り組みを行い、 

健康になる過程で「健康」について学んでいく。 

 ⇒盛り上げるために対抗戦形式で実施 
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健康100日プロジェクト対抗戦！ 

「健康な町、女川町」に向けて、健康を体感し、考えるきっかけ。 

期間中に自らが健康になるための取り組みを行い、 

健康になる過程で「健康」について学んでいく実践的対抗戦！ 

期間：2017年6月5日～2017年9月12日 11チーム参加 

 
女川向学館 

チーム 

生涯学習課 

チーム 

マザーズリング 

チーム 

我が社協 
with Bチーム 

大原南区 

チーム 

女川町議会 

チーム 

女川南区 

チーム 

上5区 

チーム 

ほのぼのお散歩
チーム 

オーテック 

チーム 

商工会青年部 

チーム 
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健康100日プロジェクト対抗戦！ 個別編 

100日間での体重＆体脂肪の変化 

 BMI範囲外の方の97％が数値改善 

 うち、20％は適正範囲内に 

周囲への波及効果が発生 

 職場でのラジオ体操が定例化 

 参加者以外も運動の輪の中に 

共通言語が出来、会話が増加 

 毎日の取り組みの様子や 

  自分自身の変化が話題に 
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2017年度の取り組み 

スマート10事業 
○気づきの場   

健康相談 

身体チェック（身長計、X-me） 

血液検査（HbA1c、総Col、HDL・HDL、中性脂肪） 

自らのカラダチェックを行い、自分自身の 

身体の状態を知り、日常生活や習慣変容を 

考える気づきの場。 

9月3日、4日実施   後期実施 
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2017年度の取り組み 

第34回 健康をつくる町民のつどい 
○気づき＆学び＆実践の場   

中長期的に実施しているイベントを、楽しく健康について
考える機会へと転換し、健康意識を高めるきっかけに。 
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2017年度の取り組み 

食育プログラム・公教育 
○気づき＆学び＆実践の場   

「食べ物」や「美容」、「ダイエット」や 

「運動」などちょっと気になる日常な悩みを 

楽しく学び、明日の自分につなげるための 

セミナーを開催予定。 
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2017年度の取り組み 

健康経営プログラム 
○気づき＆学び＆実践の場   

女川町内を職場から元気にしていくために、 

スマート10や健康100日プロジェクトなど、 

お仕事中の時間の中から始められる小さな取り組みを 

ご提案しています。 
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健康プロジェクトの目指すところ 

地域に生きる一人一人が主人公として活動し、 
   地域全体が活気に溢れ、 
      進化し続けられる社会の実現を目指す。 

＜健康プロジェクトのビジョン＞ 

「健康」を土台に、活動的で幸せな住民を増やす。 
  ⇒ 「予防医療」のアクションを推進 
    ⇒「気づき・学び・実践」の場を生み出す 

＜健康プロジェクトの役割＞ 
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健康プロジェクトをさらに未来へ 

健康への取り組みを通じて、女川町の明日へ。 
町民の方々同士の、人と人とのつながりを。 
そして、健康にとらわれない、多様な未来へ。 
 
これからも様々な「架け橋」として。 
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健康プロジェクトをさらに未来へ 
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